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チバクロバネキノコバエによる作物被害の詳細

は　じ　め　に

クロバネキノコバエ類は，ハエ目クロバネキノコバエ
科（Sciaridae）の昆虫であり，園芸作物では主にチバク
ロバネキノコバエ Bradysia impatiens （Johannsen） によ
る被害が問題となっている（図―1）。本種による被害は施
設園芸作物や露地野菜で報告され，特に促成栽培のキュ
ウリにおいて被害が大きい（笹川・赤松，1978；中込，
1980；笹川，1985）。近年ではイチゴの被害が多く報告
され，各県から特殊報が出されるなど，全国的な問題に
なっている（三重県病害虫防除所，1998；長野県病害虫
防除所，2004；長崎県病害虫防除所，2008；佐賀県農業
技術防除センター病害虫防除部，2010；茨城県病害虫防
除所，2014）。
本種によるイチゴへの被害の詳細は上記の特殊報の中

で報告されている。これまでに行われてきた本種を対象
とした薬剤効果試験では，生息する成虫および幼虫を計
数することで薬剤の効果を評価していたが，被害程度に
基づく薬効評価は行われていなかった。そこで本研究で
は，報告のあった被害を念頭に置き，本種の薬剤効果試
験における生息場所や被害を基にした効率的な調査部位
の検討に寄与するため，室内でイチゴ株に放飼して，被
害の詳細を調査したので紹介する。
また，カブ，キャベツ，ナス，キュウリ，ネギ，ニラ，
ニンジンへの被害調査も行ったので，併せて紹介する。

I　イチゴにおける被害

本研究では，2017年 3月よりナタネ油粕を混和した
土壌を用いて累代飼育した個体群を供試虫とし，2018

年 10月に購入したイチゴ（とちおとめ）苗を供試作物
とした。供試作物は 15 cmプラスチックポットに鉢上
げしたものと，5 cm幅の金属枠をガラス板（15 cm×
15 cm）で挟み込んだもの（以降，ガラスポット）に鉢
上げしたものを用いた（図―2）。ガラスポットは地際部
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図－1　チバクロバネキノコバエ幼虫

図－2  被害調査試験に用いたイチゴ株（上：プラスチック
ポット，下：ガラスポット）
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